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網走湖産ワカサギの初期生活に関する生態学的研究

浅見大樹

網走湖産ワカサギの資源変動と生活史分岐の要因を明

らかにするために，初期生活史と餌料生物環境要因との

関係に注目して論議した。資源変動要因として，カイア

シ類の消長が深く関与し，仔魚が最初の餌生物である輪

虫類からカイアシ類へと餌生物を替える時期に，カイア

シ類が豊富に存在しているかどうかが，仔魚の生残やそ

の後の成長に関わっていることが明らかとなった。ま

た，遡河回遊群の降海個体数が，湖中残留群の個体数密

度および湖内の餌料生物個体数密度と密接に関係してい

たことから，湖内で稚魚１個体が利用できる餌料生物の

多寡が，降海か残留かの生活史分岐を決定していると考

えられた。網走湖産ワカサギの生活史分岐は，湖と沿岸

域の両方を生息場所とすることによって，得られる餌料

生物や生息空間を分割し，個体群の維持に重要な役割を

演じているものと解釈した。

A３７６ 北水試研報 ６７ １－７９ ２００４

クローンヒラメのクローン性の証明と系統判別

第１報 DNAフィンガープリント法による証明と判別

森 立成，齊藤節雄

第一卵割阻止型雌性発生二倍体（G２）の次世代を，

再び雌性発生により作出することにより，クローンヒラ

メを９系統作出した。その一部を雄性ホルモン処理によ

り雄化した後，異なる系統と交配することで，ヘテロ型

クローン３系統作出した。マルチローカスDNAフィン

ガープリント法およびPCR法をベースとしたDNAフィ

ンガープリント法により，クローン性の証明とクローン

系統の判別を行った。

マルチローカスDNAフィンガープリント法の場合，

クローン内およびG２では，全て同一のフィンガープリ

ントパターンを示したのに対して，異なるクローン間お

よび正常二倍体では，異なるバンドパターンであった。

PCR法をベースとしたフィンガープリント法では，ク

ローン系統間で多型性が認められ，系統判別が可能で

あった。ヘテロ型クローン個体では，両系統のホモ型親

魚のマーカーを保有する個体としないものがあった。

A３７７ 北水試研報 ６７ ８１－８８ ２００４

移殖によるバカガイ母貝集団造成試験

櫻井 泉，金田友紀，藤澤千秋，

佐々木義英，平井茂夫，鈴木芳房

北海道島牧村沿岸の水深１０mに設定した二つの試験区

に殻長７５mm前後のバカガイをそれぞれ４６０kgおよび３２３

kg移殖し，その後の生残状況を把握するとともに，当

年貝の発生状況を調査した。移殖貝の密度は，両試験区

とも移殖後１７～１８か月目までは顕著な低下が認められた

が，その後は２７～２９個体／m２の範囲を推移した。また，

移殖貝の瞬間減耗率の上昇は，両試験区とも移殖１年目

と２年目の秋～冬季にみられたが，移殖３年目の秋～冬

季には認められなかったことから，今後，本種の移殖を

行う際には密度の最大値を２７～２９個体／m２に設定すべ

きであると考えられた。一方，当年発生貝は，移殖前の

年には平均０．９個体／０．１m２の密度で漁場内に点在し，

移殖貝の産卵が期待できない年には全く採集されなかっ

たのに対して，移殖貝が産卵に加わった３か年は平均２．２

～２．９個体／０．１m２の密度で漁場全体に出現したが，こ

れらが移殖の効果である証拠を得ることはできなかっ

た。

A３７８ 北水試研報 ６７ ８９－９５ ２００４

宗谷海域におけるマナマコ人工種苗放流サイズの検討

中島幹二，坂東忠男，吉村圭三，瀧谷明朗

人工種苗２１，０００個体を大型群（平均体長２９．４mm，

７，５００個体）と小型群（平均体長１５．６mm，１３，５００個体）

に分け，２０００年８月８日に宗谷港沖の離岸堤横に放流し

た。放流後２カ月，３．５カ月，１年，２年に追跡調査し

た。放流した個体は，２カ月後には大型群では約１．７倍，

小型群では約３．２倍の体長になった。放流後すぐに大き

な残留率の低下があり，その減少率は小型群で顕著で

あった。両群ともその後の個体数の減少は認められな

かった。この放流後の減少は，斃死または潮による逸散

が原因と考えられた。２年後の残留率は，大型群では

４７．０％，小型群では７．４％であった。大型群で高い残留

率が認められ，３０mm種苗の有効性が示唆された。

A３７９ 北水試研報 ６７ ９７－１０４ ２００４
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フシスジモク雌性体における放出卵数

津田藤典

北海道南西部後志海域産のフシスジモク雌性体におけ

る放出卵数を調べた。１雌性体あたりの放出卵数は１０６

～１０７の水準と推定された。生殖細胞数はコンブ目海藻

と比較して数桁少なかった。フシスジモクをはじめとし

たヒバマタ目褐藻は，少数かつ大型の生殖細胞を形成す

ることで，生存率を高めるという生態的特性を有する分

類群と考えられた。

A３８０ 北水試研報 ６７ １０５－１０７ ２００４

耳石を用いたイカナゴ属２種の種判別（短報）

田中伸幸

宗谷海峡周辺海域で漁獲されるイカナゴとキタイカナ

ゴについて，耳石輪紋様式の違いによる両者の簡易な種

判別方法について検討した。両者の耳石第１透明帯幅は

イカナゴがおおよそ１００µm以上，キタイカナゴが１００µm
以下であった。第１透明帯幅が１００µmより広いか狭いか
で種判別した場合の誤判定率は９％程度であった。ま

た，耳石の目視観察から第１透明帯幅が広いタイプと狭

いタイプに分けた場合，イカナゴは広いタイプ，キタイ

カナゴは狭いタイプに分けられた。この目視基準で種判

別した場合の誤判定率は３％程度であり，大部分の個体

は目視観察による耳石のタイプ分けのみから十分種判別

可能と考えられた。

A３８１ 北水試研報 ６７ １０９－１１１ ２００４
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